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平成20年 9月20日

松
商
学
園
高
等
学
校
校
友
会 

会 

長 

花 

村 

薫 

平

ご
あ
い
さ
つ

﹁
校
友
﹂
発
刊
に
当
り
一
言
ご
あ
い
さ
つ

申
し
上
げ
ま
す
。
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
御
健
勝
で
の
御
活
躍
を
お
喜

び
申
し
上
げ
ま
す
。
本
年
は
本
校
の
創
立

一
一
〇
周
年
の
年
で
あ
り
ま
す
。
記
念
事

業
が
進
め
ら
れ
て
お
り
招
待
野
球
、
サ
ッ

カ
ー
、
ゴ
ル
フ
大
会
な
ど
が
終
わ
り
、
十

月
十
八
日
に
は
記
念
式
典
が
開
か
れ
ま

す
。
校
友
会
も
あ
げ
て
事
業
に
協
力
を
致

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
一
一
〇
周
年
の
記

念
す
べ
き
年
に
本
校
が
更
な
る
目
標
に
向

か
っ
て
進
む
大
き
な
節
目
の
年
で
あ
り
ま

す
。
先
生
方
や
生
徒
皆
さ
ん
の
要
望
を
取

り
入
れ
た
時
代
に
向
け
て
の
新
し
い
六
階

建
て
の
中
校
舎
が
建
築
中
で
、
来
年
三
月

末
日
に
は
完
成
致
し
ま
す
。
引
き
続
い
て

校
友
皆
様
方
の
強
い
要
望
が
あ
り
ま
し
た

木
造
校
舎
の
改
築
工
事
が
来
年
始
め
ら
れ

ま
す
。
又
合
併
し
ま
し
た
松
本
松
南
高
校

の
跡
地
へ
は
県
下
で
初
め
て
の
中
高
一
貫

校
松
本
秀
峰
中
等
教
育
学
校
が
二
十
二
年

四
月
開
校
に
向
け
て
進
め
ら
れ
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
は
、
中
、
高
、
大
学
と
総

合
力
が
発
揮
で
き
地
域
は
も
と
よ
り
広
く

県
外
か
ら
も
文
武
両
道
の
本
学
園
に
希
望

の
目
が
向
け
ら
れ
る
よ
う
期
待
が
寄
せ
ら

れ
て
お
り
ま
す
。
次
に
会
報
に
つ
い
て
申

し
上
げ
ま
す
。
十
七
年
ま
で
は
終
身
会
費

を
納
入
し
た
会
員
の
み
に
送
っ
て
お
り
ま

し
た
が
、
十
八
年
よ
り
本
年
ま
で
三
ヶ
年

に
亘
っ
て
卒
業
生
で
住
所
が
確
定
し
て
お

り
ま
す
二
万
二
千
人
全
員
に
送
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。
本
年
も
引
き
続
き
年
会
費
の

納
入
の
ほ
ど
お
願
い
致
し
ま
す
。
来
年
よ

り
は
、
終
身
会
費
納
入
者
又
年
会
費
納
入

者
の
み
へ
の
発
送
と
見
直
し
も
検
討
さ
れ

ま
す
の
で
引
き
続
い
て
納
入
方
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。 

終
わ
り
に
暑
か
っ
た
甲
子
園
へ
関
係
さ

れ
ま
す
皆
様
が
バ
ス
四
十
七
台
で
三
十
五

回
最
多
出
場
の
応
援
に
行
き
ま
し
た
。
御

苦
労
様
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
校
歌
は
聞
け

ま
せ
ん
で
し
た
が
善
戦
さ
れ
ま
し
た
。
本

年
は
例
年
に
な
く
国
体
出
場
の
生
徒
が
多

く
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
り
、
出
場
さ
れ
ま

し
た
選
手
皆
様
に
も
少
し
で
は
あ
り
ま
す

が
、
校
友
会
と
し
て
応
援
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。
校
友
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は

向
寒
の
折
御
自
愛
を
願
い
御
健
勝
で
活
躍

さ
れ
ま
す
こ
と
お
祈
り
申
し
上
げ
て
ご
あ

い
さ
つ
と
致
し
ま
す
。

本
年
、
母
校
松
商
学
園
は
創
立
110
年
の

輝
か
し
い
歴
史
と
伝
統
の
下
、
10
月
18
日

︵
土
︶
に
は
長
野
県
松
本
文
化
会
館
・
大
ホ
ー

ル
に
於
い
て
、
記
念
式
典
が
挙
行
さ
れ
ま

す
。
各
位
の
多
数
の
ご
参
加
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。︵
政
治
評
論
家
・
白
鴎
大
学

教
授 

福
岡
政
行
先
生
の
記
念
講
演
に
も

ご
期
待
下
さ
い
。︶
記
念
す
べ
き
110
年
の
節

目
の
年
、
文
武
両
道
を
唱
え
る
母
校
松
商

学
園
に
と
っ
て
、
怒
濤
の
如
き
優
勝
の
波

が
松
商
・
松
南
・
大
学
合
わ
せ
て
実
に
300

名
に
及
ん
で
お
り
、
松
商
学
園
総
合
優
勝
の

年
、
ご
同
慶
の
至
り
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
一

部
を
列
記
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

松
商
学
園
高
等
学
校
関
係

①
第
90
回
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
記

念
長
野
大
会
優
勝 

甲
子
園
出
場
全
国
最

多
の
35
回
目
を
達
成 

②
県
高
校
総
体
サ
ッ

カ
ー
優
勝
・
北
信
越
大
会
優
勝 

③
全
国
高

等
学
校
軟
式
野
球
選
手
権
大
会 

北
信
越
大

会
準
優
勝 

④
県
高
校
総
体
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

女
子
団
体
優
勝
・
個
人
優
勝 

⑤
県
高
校
総

体
テ
ニ
ス
男
子
団
体
優
勝
・
シ
ン
グ
ル
ス
優

勝
・
ダ
ブ
ル
ス
優
勝 

⑥
県
高
校
総
体
テ
ニ

ス
女
子
団
体
優
勝
・
シ
ン
グ
ル
ス
優
勝
・
ダ

ブ
ル
ス
優
勝 

⑦
県
高
校
総
体
空
手
道
男
子

団
体
組
手
優
勝
・
個
人
組
手
優
勝 

⑧
県
高

校
総
体
空
手
道
女
子
団
体
組
手
優
勝
・
形
優

勝 

⑨
県
高
校
総
体
柔
道
女
子
優
勝
︵
57
kg

級
・
63
kg
級
・
78
kg
級
︶・
北
信
越
大
会
女

子
団
体
優
勝 

⑩
県
高
校
総
体
ウ
エ
イ
ト
リ

フ
テ
ィ
ン
グ
優
勝
︵
53
kg
級
・
58
kg
級
・
62

kg
級
・
77
kg
級
︶
⑪
県
高
校
総
体
卓
球
男
子

学
校
対
抗
優
勝
・
シ
ン
グ
ル
ス
優
勝 

⑫
県

高
校
総
体
卓
球
女
子
学
校
対
抗
優
勝 

⑬
県

高
校
総
体
弓
道
女
子
個
人
優
勝 

⑭
全
国
高

校
総
体
な
ぎ
な
た
個
人
出
場 

⑮
全
国
高
校

総
合
文
化
祭 

棋
道
出
場 

⑯
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
全

国
高
校
放
送
コ
ン
テ
ス
ト
県
大
会
全
７
部
門

最
優
秀
賞
・
全
国
大
会
各
部
門
入
賞 

⑰

全
国
高
校
総
合
文
化
祭 

放
送
出
場 

⑱

全
国
高
校
珠
算
競
技
大
会
個
人
総
合
競
技

出
場 

⑲
シ
ン
ク
ロ
ナ
イ
ズ
ド
ス
イ
ミ
ン
グ

ジ
ュ
ニ
ア
世
界
選
手
権
大
会
団
体
銅
メ
ダ
ル

松
本
松
南
高
校
関
係

①
全
国
高
校
総
体
な
ぎ
な
た
個
人
出
場

﹁
松
本
大
学
の
ス
ポ
ー
ツ
﹂

●

松
本
大
学
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
全
国

大
会
出
場 

●

第
43
回
全
国
日
本
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
全
国
大
会
出
場
決
定 

●

第
60
回

全
日
本
総
合
女
子
選
手
権
大
会
出
場
決
定

●

第
63
回
国
民
体
育
大
会
長
野
県
代
表
決

定 

右
成
果
は
、
110
周
年
の
松
商
学
園
に

藤 

原 

一 

二

創
立
110
周
年 

共
に
お
祝
い
し
ま
し
ょ
う

松
商
学
園
理
事
長

110
周
年
大
会
委
員
長 
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と
っ
て
、
総
合
優
勝
に
値
す
る
も
の
と
評

価
さ
れ
ま
す
。

﹁
そ
の
他
の
松
本
大
学
の
功
績

 
 

 

全
国
的
に
評
価
﹂

文
部
科
学
省
の
平
成
20
年
度
補
助
金
事

業
学
生
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
、
松
本
大
学

と
松
商
短
期
大
学
部
が
ダ
ブ
ル
選
定
さ
れ

た
。
選
ば
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
松
本
大

学
が 

”
若
者
の
地
元
定
着
に
繋
げ
る
地
域

活
動
の
支
援
“
今
年
度
は
国
公
私
立
大
か

ら
230
件
の
申
請
が
あ
り
、
両
大
学
が
今
ま

で
取
り
組
ん
で
き
た
実
績
が
評
価
さ
れ
た
。

﹁
学
校
法
人
と
し
て
の
事
業
﹂

①
高
校
中
庭
に
創
立
110
周
年
記
念
棟
６

階
建
て
中
校
舎
の
建
設
。
こ
の
校
舎
は
セ

ミ
ナ
ー
教
室
・
各
種
研
究
室
・
食
堂
・
売

店
・
教
職
員
ホ
ー
ル
等
、
学
園
の
記
念
日

に
は
６
層
よ
り
、
校
歌
が
奏
で
ら
れ
る
等
、

県
下
高
校
ト
ッ
プ
ス
ク
ー
ル
に
ふ
さ
わ
し

い
名
実
伴
う
も
の
と
な
り
ま
す
。
②
中
校

舎
竣
工
に
引
き
続
き
、
木
造
校
舎
の
改

築
に
着
手
し
ま
す
。
校
舎
は
鳳
凰
の
姿

を
永
久
保
存
し
、
文
化
財
に
申
請
す
る

と
共
に
松
商
学
園
歴
史
栄
光
館
と
し
て

110
年
に
及
ぶ
栄
誉
を
讃
え
関
係
各
位
の
ご

期
待
に
応
え
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
③
学

校
法
人
松
商
学
園
と
学
校
法
人
松
本
松
南

高
校
の
合
併
に
よ
り
、
平
成
22
年
３
月
、

松
南
高
校
は
閉
校
と
な
り
、
跡
地
に
は
関

係
各
位
の
期
待
に
副
う
形
で
、
県
下
初
の

中
等
教
育
学
校
︵
学
校
法
人
松
商
学
園
松

本
秀
峰
中
等
教
育
学
校
︶
を
平
成
22
年
４

月
に
開
校
致
し
ま
す
。
県
下
初
の
六
年
生

一
貫
教
育
学
校
に
ご
期
待
を
頂
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
④
文
武
両
道
を
唱
え
る
松
商

学
園
に
期
待
す
る
ス
ポ
ー
ツ
運
動
公
園
で

す
が
、
現
在
陸
上
、
サ
ッ
カ
ー
、
ラ
グ
ビ
ー
、

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
等
の
施
設
等
、
松
本
大
学

隣
地
６
千
坪
を
計
画
進
行
中
で
す
。
以
上
、

幾
つ
か
の
改
革
を
進
め
な
が
ら
魅
力
あ
る

松
商
学
園
高
等
学
校
、
松
本
秀
峰
中
等
教

育
学
校
、
松
本
大
学
総
合
経
営
学
部
、
人

間
健
康
学
部
、
及
び
松
商
短
期
大
学
部
の

結
束
を
図
り
、
中
高
大
連
携
を
さ
ら
に
さ

ら
に
組
織
力
を
深
め
地
域
に
於
け
る
ト
ッ

プ
ス
ク
ー
ル
と
呼
ば
れ
る
に
ふ
さ
わ
し
い

中
身
と
な
る
よ
う
努
力
を
傾
注
致
し
度
い

と
思
い
ま
す
。

終
わ
り
に
、
私
は
松
商
学
園
第
７
第
目

の
理
事
長
と
し
て
、
歴
代
に
ご
尽
力
さ

れ
ま
し
た
多
く
の
皆
様
の
功
績
を
高
く
評

価
す
る
と
共
に
、
魅
力
あ
る
中
高
大
連
携

ス
ク
ー
ル
を
築
く
た
め
分
析
評
価
し
な
が

ら
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
Ｉ
Ｔ
の
時

代
で
も
、
充
分
に
光
り
輝
く
私
学
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
基
盤
整
備
を
図
り
、
総
合
的

長
期
戦
略 

”寄
付
行
為
改
正
“
に
よ
る
制

度
改
革
等
に
つ
い
て
も
大
い
に
議
論
を
尽

く
し
、
誇
り
高
い
学
園
に
す
る
た
め
自
主

独
立
の
創
立
精
神
を
継
承
し
て
参
ら
な
く

て
は
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。
以
上
の
計

画
の
下
、
７
月
よ
り
松
商
学
園
創
立
110
周

年
教
育
振
興
協
力
資
金
募
金
活
動
が
始
ま

り
ま
す
。
何
卒
、
関
係
各
位
の
絶
大
な
る

ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
様
、
伏
し
て

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

松
商
学
園
高
等
学
校 

学
校
長 

平 

林 

尚 

武

高
校
教
育
の
課
題

松
商
学
園
高
校
は
、
本
年
、
め
で
た
く
創
立
百
十

周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
長
い
歴
史
を
刻

む
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
学
校
関
係
者
が
、
た
だ
、

年
月
の
過
ぎ
ゆ
く
ま
ま
に
安
穏
と
し
て
い
た
の
で
は

な
か
っ
た
こ
と
の
証
し
だ
と
思
い
ま
す
。

時
代
や
社
会
の
移
ろ
い
の
中
で
、
的
確
に
そ
の

変
化
を
読
み
と
り
、
行
く
末
を
洞
察
し
な
が
ら
学
校

存
立
の
根
本
を
見
失
う
こ
と
な
く
対
処
し
て
こ
ら
れ

た
か
ら
に
外
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
大
き
な
圧
力
や

抵
抗
な
ど
困
難
な
時
に
あ
っ
て
も
、
果
敢
に
立
ち
向

か
っ
て
問
題
解
決
に
あ
た
っ
た
先
輩
た
ち
の
勇
気
や

良
識
に
支
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
れ
で
は
、
今
考
え
ら
れ
る
大
き
な
教
育

課
題
は
何
な
の
で
し
ょ
う
か
。
い
ろ
い
ろ
考
え
ら
れ

ま
す
が
、﹁
教
育
の
質
の
保
証
﹂
と
い
う
こ
と
こ
そ

が
今
後
最
大
の
教
育
課
題
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
﹁
教
育
の
質
の
保
証
﹂
が
叫
ば

れ
は
じ
め
た
の
は
、
社
会
の
中
に
﹁
学
力
低
下
﹂
に

か
か
わ
る
危
機
感
が
あ
る
か
ら
で
す
。
一
般
的
に
、

子
ど
も
た
ち
の
学
力
や
学
習
意
欲
は
明
ら
か
に
低
下

し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
文
部
科
学
省
の
全
国

学
力
・
学
習
状
況
調
査
やP

IS
A

の
結
果
か
ら
は
、

義
務
教
育
段
階
に
お
け
る
﹁
知
識
﹂
そ
の
も
の
の
低

下
は
、そ
れ
程
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
問
題
な
の
は
、﹁
知

識
の
活
用
力
﹂
の
明
ら
か
な
低
下
が
見
ら
れ
る
と
い

う
指
摘
で
す
。
学
校
五
日
制
の
完
全
実
施
に
よ
る
学

校
に
お
け
る
学
習
時
間
の
減
少
や
、
現
行
学
習
指
導

要
領
に
よ
る
学
習
内
容
の
三
割
減
な
ど
に
、
そ
の
原

因
理
由
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
そ
れ
以
上

に
﹁
学
習
意
欲
の
低
下
﹂
の
は
な
は
だ
し
さ
が
心
配

さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

ど
う
す
れ
ば
学
習
に
対
す
る
興
味
関
心
を
高
め

ら
れ
る
か
、
学
習
の
目
的
・
目
標
の
も
た
せ
方
、
学

習
の
意
義
や
必
要
性
の
理
解
、
学
習
方
法
の
習
得
な

ど
、
学
習
指
導
以
前
の
問
題
が
あ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
現
在
、
義
務
教
育
化
し
て
い
る
高
等
学

校
に
お
い
て
、
生
徒
の
学
力
や
学
習
意
欲
の
差
が
一

層
拡
大
し
て
い
る
状
況
の
中
で
、
本
年
度
中
に
告
示

が
予
定
さ
れ
て
い
る
﹁
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
﹂

に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
﹁
多
様
性
対
応
と
し

て
選
択
幅
拡
大
﹂
か
ら
﹁
共
通
性
と
多
様
性
の
バ
ラ

ン
ス
﹂
に
転
換
し
、﹁
高
等
学
校
教
育
の
質
の
保
証
﹂

を
目
指
す
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

い
ま
、
教
員
免
許
更
新
制
、
高
大
接
続
テ
ス
ト
、

教
職
員
の
人
事
考
課
、
学
校
評
価
、
高
校
の
統
合
再

編
、
専
門
学
校
の
基
幹
校
と
特
色
校
分
離
構
想
、
専

門
学
科
の
連
携
と
転
換
な
ど
様
々
な
動
き
が
あ
り
ま

す
。
少
子
化
は
じ
め
様
々
な
社
会
的
変
動
へ
の
対
症

的
対
策
と
い
う
面
も
あ
り
ま
す
が
、
究
極
の
と
こ
ろ
、

高
校
生
全
体
に
﹁
卒
業
に
足
る
確
か
な
学
力
を
養
う
﹂

と
い
う
高
等
学
校
の
本
質
的
な
使
命
達
成
に
む
け
て

の
こ
と
と
理
解
し
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

私
た
ち
教
職
員
は
、
教
育
あ
る
い
は
学
校
を
と
り

ま
く
諸
課
題
の
解
決
の
た
め
に
怠
り
な
く
努
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
教
育
現
場
で
は
な
く
経
営
と

い
う
次
元
で
の
視
点
や
論
理
で
解
決
に
向
か
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
事
柄
も
多
々
あ
り
ま
す
。
教
育
現
場
と

経
営
の
基
盤
た
る
校
友
会
が
手
を
た
ず
さ
え
て
、
松

商
学
園
高
等
学
校
が
創
立
百
五
十
年
、
二
百
年
⋮
の

発
展
に
つ
な
げ
て
い
け
る
よ
う
努
力
し
て
参
り
た
い
も

の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
の
意
味
か
ら
も
校
友
会
の

益
々
の
御
発
展
を
心
よ
り
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。
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平成20年 9月20日

松
本
大
学

学
長
代
行 

住 

吉 

廣 

行

松
本
大
学
の
現
状
と
課
題

 

 

ー
学
長
代
行
就
任
の
ご
挨
拶
に
代
え
て
ー 

学
長
就
任
予
定
者
で
あ
っ
た
水
城
武
彦
氏
が

亡
く
な
ら
れ
た
緊
急
の
事
態
を
受
け
て
、
理
事

長
の
指
名
で
学
長
代
行
職
に
就
き
ま
し
た
。
以

来
４
ケ
月
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
と
は
異
な
り
、
理
系
の
要
素
が
強
い
人
間

健
康
学
部
が
出
来
、
キ
ャ
ン
パ
ス
は
大
学
の
２

学
部
と
短
期
大
学
部
を
擁
す
る
ま
で
に
急
成
長

し
て
き
ま
し
た
。
新
学
部
の
健
康
栄
養
学
科
と

短
大
部
が
女
性
主
体
、
ス
ポ
ー
ツ
健
康
学
科
は

ほ
ぼ
半
々
だ
が
、
総
合
経
営
学
部
は
総
合
経
営

学
科
が
男
性
主
体
、
観
光
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
学

科
も
ま
だ
ま
だ
男
性
が
多
い
。
全
体
と
し
て
は

男
性
が
少
し
多
い
く
ら
い
で
す
が
、
元
気
な
女

性
の
華
や
か
さ
が
キ
ャ
ン
パ
ス
を
圧
倒
し
て
い

る
よ
う
に
も
見
え
ま
す
。
新
学
部
の
先
生
方
も

地
方
の
小
規
模
私
立
大
学
の
状
況
に
慣
れ
、
こ

れ
ま
で
の
職
場
か
ら
新
し
い
環
境
︵
商
学
・
経

営
学
等
の
文
系
的
雰
囲
気
︶
で
の
落
ち
着
き

を
取
り
戻
そ
う
、
あ
る
い
は
理
系
的
セ
ン
ス
と

の
折
り
合
い
を
付
け
よ
う
、
と
大
学
の
あ
り
方

に
つ
い
て
も
様
々
に
提
案
し
て
下
さ
っ
て
い
ま

す
。
大
局
的
に
見
る
と
、
新
し
い
定
常
状
態
へ

の
遷
移
の
プ
ロ
セ
ス
を
踏
ん
で
い
る
途
中
だ
と

感
じ
て
お
り
ま
す
。
職
員
の
方
も
従
来
の
方
式

に
慣
れ
親
し
ん
で
お
り
、
こ
の
変
化
を
伴
う
摺

り
合
わ
せ
の
作
業
に
は
、
い
く
ら
か
の
摩
擦
が

生
じ
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
い
か
に
発

想
を
転
換
し
、
新
し
い
状
況
に
対
応
で
き
る
か
、

そ
の
柔
軟
性
が
試
さ
れ
て
い
る
と
言
え
そ
う
で

す
。
こ
う
し
た
内
向
き
に
整
合
性
を
求
め
る
活

動
と
、
新
し
い
状
況
の
展
開
に
応
じ
た
、
学
生

募
集
や
就
職
先
の
新
規
開
拓
等
の
外
向
き
の
活

動
を
同
時
に
進
め
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。﹁
こ

れ
ま
で
は
こ
う
だ
っ
た
か
ら
﹂
と
い
う
慣
性
の

大
き
さ
を
引
き
ず
っ
て
い
る
だ
け
で
は
、
前
に

進
ま
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。
質
・
量
と
も

に
急
成
長
を
遂
げ
て
い
る
、
松
本
大
学
及
び
松

本
大
学
松
商
短
期
大
学
部
だ
か
ら
こ
そ
の
、
課

題
が
目
の
前
に
展
開
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
と
き
に
学
長
代
行
に
指
名
さ
れ
、
全
体
の
舵

取
り
を
行
う
こ
と
は
、
な
か
な
か
大
変
な
こ
と

だ
と
実
感
し
て
い
ま
す
。
幸
い
な
こ
と
に
教
職

員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
場
で
、
全
力
投
球
し
て

下
さ
っ
て
い
る
お
か
げ
で
、
順
調
に
推
移
し
て

い
る
と
感
じ
ま
す
。
大
学
を
代
表
す
る
と
い
う

立
場
で
、
地
域
社
会
の
方
々
と
接
触
す
る
機
会

も
多
く
、
大
学
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
チ
ャ
ン
ス
も

増
え
て
い
ま
す
。
こ
ん
な
時
、
今
年
度
の
文
部

科
学
省
学
生
支
援
Ｇ
Ｐ
に
、
10
倍
の
難
関
を
突

破
し
て
、
大
学
・
短
大
同
時
に
採
択
さ
れ
た
こ

と
は
、
全
国
に
誇
れ
る
快
挙
で
あ
り
、
そ
の
こ

と
に
注
目
し
て
本
学
を
訪
問
さ
れ
る
大
学
・
短

大
も
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
ま
た
、
女
子
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
部
の
３
年
連
続
の
イ
ン
カ
レ
出
場
や
実

業
団
チ
ー
ム
を
破
っ
て
の
全
日
本
大
会
出
場
の

大
活
躍
も
、
キ
ャ
ン
パ
ス
に
明
る
い
雰
囲
気
を

創
り
出
し
て
い
ま
す
。
小
さ
な
成
功
に
甘
ん
じ

る
こ
と
な
く
、
大
学
経
営
を
安
定
軌
道
に
乗
せ

な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
ま
す
ま
す
校
友
の
皆

さ
ん
方
の
ご
支
援
が
必
要
で
す
。
暖
か
く
見
守

る
だ
け
で
は
な
く
、
と
も
に
汗
を
流
し
て
い
た

だ
け
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■ 招待野球

平成２０年５月３１日（土）松本市野球場にて。

千葉経済大学附属高校と愛工大名電高校を招待。

■ 招待サッカー

平成２０年７月２２日（火） アルウイン球技場にて。

午後７時００分キックオフ

流通経済大学附属柏高校（前年度高校２冠の強豪校）を招待。
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勉強もクラブも 文理選抜コーススタート

 特進クラスと同一カリキュラム（授業形
態（0 時限から 7 時限までなど）を工夫して
の授業）で文武両道を目指すクラス（40 名）
ができました。

コースリーダーを中心に機動的な指導計画と実施

 商業・特進・文理・総合の各学科・コース
にリーダー長をもうけ、コースの特徴をさら
に発展させます。来年度からはコースごとの
進路の行事を強化します。

よりよい環境の進路指導室へ拡充

 中校舎建設のため、現在の進路指導室から
他の場所に移転し、進路情報コーナー・情報
機器等を増設し、より生徒が利用しやすい進
路指導室へと進化させます。

進学について

 進学者は 262 名で、大学 167 名（進学者

の 54％）、短大 47 名（進学者の 15％）、専修・

専門学校 48 名（進学者の 16％）、浪人その

他（７％）。

 大学では、国公立大学へ 14 名（現役８名、

浪人６名）合格した。その内信州大学へは４

名合格。私立大学への進学者159名（現役）は、

一般入試、指定校推薦入試、ＡＯ入試、一般

推薦入試、部活動推薦入試など多様な入試制

度を積極的に活用して合格している。また難

関校といわれている大学への合格者もますま

す増加している。

 短大への進学者は 47 名となった。中でも、

医療・福祉・保育系への進学をはじめ多岐の

分野に進学している、

 専門学校への進学者は、48 名。合格校は

多様であるが、医療系と情報系への進学者が

多くなってきている。

就職について

 1 年次から職業適性検査、職業講話、キャ

リア教育、会社見学などを実施し、職業意識

の高揚と自己理解の深化に努め、厳しい就職

雇用状況の中、将来社会で必要とされると共

に、生きがいを感じて人生を送ることができ

ることを願い指導している。

 昨年の就職・公務員希望者 22 名は、早め

に準備・試験対策・会社訪問などを行い、採

用内定を獲得した。

主な就職先

 松本市役所、長野県警、神奈川県警、日本

郵政、篠ノ井総合病院、城西医療法人、長野

松代総合病院、中部電力、王子特殊紙、富士

電機デバイステクノロジー

進路先から見た各学科・コースの特徴

【商業科】

 資格取得と部活動や学習に頑張り、推薦入

試制度を利用するケースが多い。 

 進学 60 名、就職 9 名

 合格者数 私立大学 28 名、

      短大（国公私）19 名、

      専修・専門 13 名

主な 4 年制大学
 愛知学院大・亜細亜大・関東学院大・産業能率大

（2）・専修大（4）・大東文化大（4）・拓殖大・多摩大・

千葉商科大・帝京大・東京国際大・名古屋学院大・

名古屋商科大・日本大・松本大（5）・山梨学院大（2）

【普通科特進コース】

 センター入試試験、一般入試を受験し国公

立、難関私大を目指す。

 合格者数 国公立大学７名、私立大学 23 名

主な 4 年制大学
 信州大（3）・山梨大（2）・富山大・釧路公立大・北里大・

京都外国語大（2）・近畿大・工学院大・駒澤大・芝浦

工業大（2）・中京大（3）・帝京大・東海大（2）・東京

経済大・東京電機大・東京農業大・東京理科大・日本

大・明治大・名城大（2）・立命館大…etc

【普通科総合進学コース】

 学業と部活動の両立をはかり推薦入試、一

般入試で進路実現を目指す。 

 進学 94 名、就職 12 名、浪人・その他 4 名

 合格者数 私立大学 59 名、

      短大（国交私）17 名、

      専修・専門 20 名

主な 4 年制大学
 愛知淑徳大・愛知大・亜細亜大（5）・大阪体育大・

大妻女子大・神奈川大（3）・関東学院大（5）・國學

院大・国士舘大・駒澤大（3）・埼玉学園大・順天堂大・

白梅学園大・仙台大・大東文化大（2）・拓殖大（2）・

千葉工業大・千葉商科大・中央大・中京大・帝京大

（5）・東海学園大・東京聖栄大・同志社大・長野大・

日本大・日本福祉大・浜松大・文化女子大・法政大・

松本大（8）・明治大・立正大・流通経済大……etc

【普通科文理進学コース】

 学業と部活動を両立させ、難関大学への進

学を目指す。

 進学 90 名、就職 2 名、浪人・その他 13 名

 合格者数 国公立大学 1 名、

      私立大学 66 名、

      短大（国交私）11 名、

      専修・専門 15 名

主な 4 年制大学
 都留文科大・愛知学院大・桜美林大（3）・大阪

経済法科大・大妻女子大・神奈川大（3）・京都女子大・

京都造形芸術大・工学院大（4）・国際医療福祉大・

相模女子大・佐久大・女子栄養大・鈴鹿医療科学大・

専修大（3）・大東文化大・玉川大・中部大・千葉

科学大・千葉工業大・帝京大（3）・東京電機大（3）・

東京農業大・東洋大（3）・日本大（2）・日本福祉大（2）・

浜松大・松本歯科大・松本大（11）・武蔵大・武蔵

野大・明治大（3）・立正大・立命館大（3）・龍谷大・

和洋女子大…etc

 日頃の学習での学力向上と、部活動での人

間力向上を前提に、目的を明確にした目標設

定をし、能力を引き出す工夫と努力をし、よ

りよい進路実現を目指して、進路指導部、学

年、担任、ＰＴＡが協力して各種取り組みを

している。

（１） 自己理解を深め、意識を高めるための

  取り組み

   職業講話  ６月（２学年全員）

  11 月（１学年全員）

   進学講演会  ２月（２学年全員）

   ９月（１学年全員）

   特進講演会 ４、５、10、11 月

      （特進全学年）

（２）キャリア教育の推進 

 ２年次（夏季休業・春季休業中）に希望企

 業でジュニア・インターンシップ（職業観

 育成）

 ３年次（就職希望者）は企業見学を実施

（３）進路研究・ガイダンスの推進 

 就職・進学ガイダンス（３年生全員に対して

 ５月実施）学校別（約 80 校参加）個別進学

 ガイダンス（２・３年生徒と、その保護者に

 対して 3 月・９月の２回実施）志望別進学・

 就職ガイダンス（２年生全員に対して、１月・

 ３月実施）大学フェアーに参加（特進・文理

 コース）

（４）情報提供の充実 

 進路指導室インターネット３台、図書館に

 も進路用パソコン２台を設置しインター

 ネットを自由に活用してもらう。 

 進路指導室の前の廊下を利用して各種資料

 を提供

（５）個別相談の充実 

（６）センター試験対策講座

（７）小論文対策講座

（８）就職・公務員対策講座

  （３年就職希望者に対して７・８月実施）

（９）補習授業・サテライト講座開講

  （通年・長期休業中実施）

 

「持てる力を可能な限り伸ばす」を目標にして

・補習授業、朝テストの実施

・サテライト講座（代ゼミ、河合塾、駿台の

 ３社を導入）の開講

・メンタルトレーニングの活用

・学習量確保のための７限目授業の設定

・勉強合宿

・土曜日授業

・模擬試験を年 10 回実施

・センター試験会場にてプレ模試を受験

 （12 月実施）

・国公立 2 次試験対策として小論文講座を長

 期休暇中に実施
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2009 年度生徒募集要項（抜粋版）

募集定員 （文理選抜クラスは、「普通科」合格者の中から 40 名を選抜します）

学  科 コ 一 ス

全日制

（共学）

総数 460 名

商業科（共学）80 名 簿記会計コース・経営情報コース・ビジネスコース （2 年次にコース選択）

普通科（共学）320 名
総合進学コース・文理進学コース （合格発表後に希望調査、入学式に発表）

文理選抜クラス （合格発表後に希望調査、オリエンテーション時に発表）

普通科（共学）60 名 特別進学コース

選抜日程 （前期入試の「普通科」合格者でも、後期入試で「特進」を受験することができます）

試 験 区 分 学科・コース 出願制限 出 願 期 間 試  験  日 選抜内容

推薦入試

（専願）

学業推薦 商業・普通・特進

あり
平成 21 年 1 月 14 日（水）

～
平成 21 年 1 月 16 日（金）

平成 21 年 1 月 23 日（金）
書類・

集団面接
クラブ推薦

商業・普通
特技推薦

前期入試（併願可） 普通・特進 あり
平成 21 年 1 月 14 日（水）

～
平成 21 年 1 月 16 日（金）

平成 21 年 1 月 23 日（金）
書類・

集団面接

後期入試（併廠可） 商業・普通・特進 なし
平成 21 年 2 月 16 日（月）

～
平成 21 年 2 月 18 日（水）

平成 21 年 2 月 20 日（金）
書類・

学力検査

海外帰国生徒入試 商業・普通・特進 あり 別途募集要項に規定 平成 21 年 1 月 23 日（金）
書類・

個人面接

※ 海外帰国生徒入試については、別途募集要項有り。お問い合わせ下さい。

Q １. 推薦入試とは？ Ａ１. ３年間の実績をもとに中学校の校長先生から推薦してもらう入試、専願のみ

Q ２. 前期入試とは？ Ａ２. 出願基準はあるが、他の高校も受験することが可能な入試

Q ３. 後期入試とは？ Ａ３. 出願基準はなく、本校の複数の学科・コースを出願することや、他の高校を併願

      することも可能な、誰でも受験できる入試

      専願扱い（合格後、本校に必ず入学する）の場合には、合否判定時に優遇

Q ４. 文理選抜

   クラスとは？ 
Ａ４. 特別進学コースとほとんど同じ科目を勉強しながら、運動部の活動もＯＫなクラス

Q ５. 奨学生制度は？ Ａ５. 特別奨学生制度あり。ただし、推薦入学者だけが選考対象

Q ６. 新校舎はいつ？ Ａ６. 来年３月に６階建ての新校舎が完成！

      学生食堂・学生ホール・メディアホールも新設される。

      本校は、すべての教室が冷暖房完備

Q ＆ A

お問い合せ先：入試委員長 丸 山 新 吉
E-mail：nyushi@matsusho-h.ed.jp



7

この夏、埼玉県で開かれた全国高校総体には、サッカー・柔道・テニス･空手道・ソフトテニス・卓球・

ウェイトリフティング・弓道・なぎなた（個人参加）など県内では群を抜いた 72 名が出場した。硬式

野球部は 90 回の記念大会に 35 回目の最多出場を果たした。

 また、文化系クラブの全国大会である全国高校総合文化祭は群馬県で開催され、棋道・放送で８名

が出場した。その他 NHK 杯全国高校放送コンテスト、高校女子ウェイトリフティング選手権大会、高

校珠算競技大会などに 30 名が出場した。さらにシンクロナイズドスイミングジュニア世界選手権大会

や一輪車の全国大会など各種大会で活躍中である。

シンクロ横山さんジュニア世界選手権で銅メダル

 ３年横山愛実さんは、7 月 9 日～ 13 日にかけてロシア・サンクト

ペテルスブルグで開かれたシンクロナイズドスイミングジュニア世界

選手権大会で、フリー・ルーチン・チームで世界３位銅メダルを獲得

した。また、フリー・ルーチン・コンビネーションでは世界５位に入

賞し、総合ではロシアに続く２位で、昨年のＡＧ大会以降世界を舞台

にしためざましい活躍が続いている。

久保田さん全国空手道選手権大会で優勝

 7 月 5 日から 6 日にかけて行われた全国大会で、1 年久保田朋美さ

んが高校女子形で優勝、高校男子形では団体準優勝、一般女子組手で

団体第 4 位、一般女子形で久保田さんが全国第５位に入賞し、はなば

なしい成果を上げた。

ウェイトリフティング松山さん全国高体連から表彰

 3 年松山洋香さんは女子 48kg 級全国第 5 位にランキングされ、全

国高体連から優秀選手賞を贈られた。松山さんは、この一年間各種大

会で活躍し、県内記録の更新を続けてきた。

テニス部国体ベスト 4・選抜大会ベスト 8・高校総体ベスト 8

 3 月 21 日から 27 日、福岡市で行われた全国選抜高校テニス大会で、

女子団体はベスト８。個人では 3 年阿部遥さんがベスト６に入り、全日

本メンバーに選ばれた。県高校総体では男女アベック 12 連覇（女子は

19 連覇）と圧倒的な強さを示した。

 8 月２日から、さいたま市で行われた全国高校総体で、女子団体は準々

決勝に進出し、ベスト８入賞を果たした。昨年の佐賀県高校総体男子団

体ベスト８・秋田国体少年男子ベスト４（長野県過去最高）に続く快挙。

秋田国体での成績も評価され、本校で初めて、県の重点強化クラブに指

定された。
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サッカー部北信越高校総体優勝で 4 大会完全制覇

 サッカー部は、6 月 22 日新潟市陸上競技場で行われた北信越高校

総体決勝戦で富山県代表富山第一高と対戦し、ＰＫ戦を制して 10 年

ぶりの優勝を勝ち取った。昨年秋から、県高校新人体育大会・高校サッ

カー選手権県大会・県高校総体・北信越高校総体と４大会完全制覇を

成し遂げた。

柔道部津金さん全国高校総体で 5 位入賞

 柔道部は、６月 21 日福井県立武道館で行われた女子団体戦に出

場、決勝で小諸商業と対戦し、２対１で制して優勝した。22 日、個人

63kg 級では２年の宮下寿子さんが優勝した。

 その勢いで 8 月 5 日から埼玉県立武道館で開かれた全国高校総体に

出場し、3 年の津金希さんが 57kg 級で全国 5 位に入賞した。

硬式野球部 夏の甲子園大会 全国最多 35 回出場

 硬式野球部は、７月 20 日、松本市野球場で行われた第 90 回全国高等学

校野球選手権大会記念長野大会決勝戦で佐久長聖を３対２で下して、35 回

目の全国大会出場を決めた。

 甲子園では、８月５日の大会 4 日目第 3 試合で北神奈川代表慶応高校と

対戦し、４対６で敗れたが、堅守が光った。応援には、生徒会・応援委員・

吹奏楽部・バトン部・一般性と約 450 名と引率教員 26 名がバス 14 台に乗っ

て甲子園球場に駆けつけ応援した。

一輪車全国大会で６位入賞

 ８月 30 日、東京の代々木第二体育館で開かれた、2008 さわやか全

日本一輪車競技大会演技部門で、3 年上條由紀子さん、2 年金森伽耶

さん、1 年小松夏希さんは 6 位入賞を果たした。校内では、一輪車の

鮮やかな演技は、体験入学の際に披露してきた。

放送部ＮＨＫ杯全国高校放送コンテスト 5 位入賞

 ＮＨＫ杯全国高校放送コンテストの長野県大会では全 7 部門でＮＨ

Ｋ長野賞（最優秀賞）を受賞、7 月 22 日から東京ＮＨＫホールで行

われた全国大会では、テレビドキュメント部門 「世界に一つだけの桜」 

5 位、ラジオドキュメント部門 「今こそ、学びや！！」 6 位、創作ラジ

オドラマ部門 「ミッドナイト ラジオ」  5 位、アナウンス部門では 3

年降旗沙織さんが 5 位に入賞した。
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松本商工会議所 100 周年記念論文で優秀賞

 6 月 4 日、まつもと市民芸術館で松本商工会議所創立 100 周年記念式典が開かれ、まちづくり論文で、

3 年梨子田太郎君が一般の部優秀賞に選ばれ、賞状と賞金を受けた。｢『松本』を生かす産業促進 ｣ と題する約

2000 字の力作。若者の目から見た松本地域の産業振興についての論考が評価された。１年の野尻由佳さん、

福澤めぐみさんも入賞し表彰された。

韓国釜慶高校から校長先生一行来校

 ７月２日から５日、韓国釜山市にある釜慶高校から南景弼校長先生

はじめ４名の先生方が来校し、今後の交流に向けての意見交換や学校

視察・県内視察を行った。

インターアクト台湾で研修

 インターアクト部の 3 年生 2 名は、７月 24 日から 29 日まで、和

田さなえ教諭の引率で台湾海外研修に参加し、金鴎女子高級学校を訪

れ、ゲームをしたり歌を歌ったり、交流を深めた。また、長野県や松

商のパンフレットを持参して日本語のわかる方がいる老人ホームを訪

問し、喜ばれた。

韓国へホームステイ体験

 7 月 29 日から 31 日まで、総合学習で ｢ 韓国事情 ｣ を受講してい

る者や韓国語の勉強をしている三年生 5 名、二年生 2 名は、金正玉

教諭の引率で韓国釜山市を訪れ、一般家庭に宿泊しながら、日本語

を学んでいる学生と交流した。また、その家のお母さんからはキム

チの作り方を教えてもらった。さらに、夏休み中の釜慶高校を訪問し、

3 年生の補習授業に参加。生徒の中には日本語を勉強した者もいて、

こちらで習っていった韓国語と、英語と三カ国語が飛び交う交流と

なり、一様に ｢ 行って良かった ｣ という感想を持った。

フランスから交換留学生来校

 8 月 21 日、フランスからの留学生エナード・ルーカス君がやって

来た。25 日の二学期の始業式で、全校生徒を前に上手な日本語で挨拶。

来年 5 月頃までの予定で、松本ロータリークラブの会員宅から通学し、

3 年生、2 年生の授業に参加して日本語の学習を深める。
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平成 19 年度卒業生 310 名、

  累計卒業生数 33458 名に

 ３月７日、第 107 回卒業式が行われ、商業科 69 名、普

通科 241 名、合計 310 名の生徒が巣立って行った。進路状

況は、就職 22 名、大学 167 名、短大 47 名、専修学校 48 名、

浪人 23 名であった。午後ホテルブエナビスタで卒業祝賀会

が開かれた。

6 階建て中校舎建設中

 3 月 17 日、中校舎安全祈願祭が行われ、4 月以降木造校

舎の一部取り壊しと修復、新校舎の本格的な建設が始まり、

来年 2 月末には、学生食堂、メディアホール、コンピュー

タ室、総合実践室、家庭科室、職員室を始めとする 6 階建

ての校舎が偉容を現すことになっている。

新入生 459 名を迎えて入学式

 4 月 4 日、平成 20 年度入学式が行われた。前年度に比べて 100 名増募となり、

１学年 13 クラス編成という過去最大のクラス数になり、中校舎完成までの間は

プレハブ教室で対応することになった。現在の全校生徒数は 1231 名である。

開校記念日に所先生の記念講演会

 4 月 18 日の開校記念日には、記念式典の後、社会福祉の分野で活躍されている

京都国際社会福祉協力会理事長の所久雄先生（第 53 回卒業）の、｢ のぞみに生き

る ｣ という講演をお聞きした。所先生の高校時代から現在に至るまでの人生が語ら

れ、生徒たちは真剣に耳を傾けていた。

五十数年ぶりの懐かしい母校訪問

 ５月 17 日、第 54 回（昭和 30 年３月に卒業）卒業の 16 名が来校し、学校長・

教頭・事務長と懇談。学校長からは生徒の状況や中校舎の建設など高校の現況に

ついて詳細な説明があり、旧交を温めるとともに五十数年ぶりの木造校舎を懐か

しく見学した。

にぎやかに松商祭開かれる

 ８月 30 日から９月１日、HEART をテーマとした第 61 回松商祭が開かれた。

初日は雨降りだったが、翌日は晴れ間も出て、校内展示では創立 110 周年の年

にふさわしいビジネスＩＴ部の昔の松商の写真展示や、２年生は沖縄関係の統一

テーマ、各クラスの出店した模擬店も大勢の人でにぎわい、最終日は校歌斉唱と

花火が打ち上げられてフィナーレを飾った。

木造校舎の栗の梁がコカリナに

 9 月 4 日、あがたの森文化会館で、黒坂黒太郎さんと放送部の生徒によるコカ

リナの演奏会が開かれた。コカリナとは木でできたオカリナのことで、木造校舎

の一部解体の際に梁として使われていた栗材を利用して作られたもの。当日製作

者の大熊信幸さんからコカリナ 15 個が平林学校長に贈られた。

私立中学高等学校連合会長賞

 岡 埜 多加代

全国商業高等学校協会長賞

 倉 科 陽 貴

産業教育振興会中央会長賞

 北 林 かおり

長野県産業教育振興会長賞

 東   薫

商業科三種目以上一級合格者表彰

六種目一級合格者 ３－１  倉科 陽貴

四種目一級合格者 ３－１  麻生 由唯

  ３－１  藤井 大尚 ３－１  足立  唯

三種目一級合格者 ３－１  竜田 千鶴

  ３－１  三代澤花奈 ３－１  宮崎  瞳

  ３－１  奥原  梢 ３－２  大塚 美香

  ３－２  下原 千住 ３－２  藤澤 早苗

  ３－２  浅田 愛美 ３－２  北林かおり

第 22 回商業経済検定全科目合格者表彰

  ３－１  赤羽早由荊 ３－１  麻生 由唯

  ３－１  輿  春香 ３－１  白澤隆之介

  ３－１  竹ノ入明絵 ３－１  竜田 千鶴

  ３－１  橋爪  唯 ３－１  宮崎  瞳

  ３－２  岩井 謙弥 ３－２  桐山 友里

  ３－２  中村 美咲
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◆ 

観
光
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
学
科

 

東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
に
代
表
さ
れ

る
よ
う
な
、
顧
客
を
感
動
さ
せ
る
経
営
学

﹁
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
﹂
の
学
び

の
領
域
を
拡
張
し
ま
す
。
観
光
や
福
祉
の

現
場
に
限
ら
ず
、
幸
せ
づ
く
り
を
お
手
伝

い
す
る
ブ
ラ
イ
ダ
ル
業
界
や
未
知
の
世
界

を
紹
介
す
る
学
芸
員
・
図
書
館
司
書
、
ま

た
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
要
求
さ
れ
る
第

三
次
産
業
な
ど
、
多
彩
な
場
面
で
必
要
と

さ
れ
る
ホ
ス
ピ
タ
リ
ィ
・
マ
イ
ン
ド
を
身

に
つ
け
て
い
た
だ
き
、
希
望
す
る
職
業
の

選
択
枠
を
広
げ
ま
す
。

◆ 
健
康
栄
養
学
科

 

い
く
つ
か
の
医
学
部
で
採
用
さ
れ
て
い

る
早
期
体
験
実
習
﹁
ア
ー
リ
ー
・
エ
ク
ス

ポ
ー
ジ
ャ
ー
﹂
を
導
入
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
専
門
課
程
を
学
ば
な
い
１･

２
年
生
で

も
、
早
い
う
ち
か
ら
管
理
栄
養
士
が
働
く

現
場
を
見
学
し
理
解
を
深
め
る
と
い
う
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
昨
年
は
、
松
本
歯
科
大

学
病
院
、
山
形
村
保
健
セ
ン
タ
ー
で
実

施
し
ま
し
た
が
、
今
後
の
学
習
の
励
み
に

な
っ
た
と
い
う
声

が
多
く
聞
こ
え
ま

し
た
。
社
会
の
実

践
か
ら
学
ぶ
本
学

の
ス
タ
イ
ル
が
新

学
科
で
も
継
承
さ

れ
て
い
ま
す
。

◆ 

ス
ポ
ー
ツ
健
康
学
科

 

ス
ポ
ー
ツ
界
は
、
選
手
を
核
に
選
手

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
仕
事
や
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
ビ
ジ
ネ
ス
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
一
般
の
間
で
も
、
健
康
運
動

に
関
連
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
ビ
ジ
ネ
ス
が
生

ま
れ
将
来
性
が
期
待
さ
れ
る
業
界
で
す
。

ス
ポ
ー
ツ
健
康
学
科
で
は
、
こ
う
し
た
時

代
背
景
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
と
健
康
を
取
り
巻

く
産
業
構
造
や
政
策
な
ど
を
学
び
、
既
存

の
職
種
で
生
か
せ
る
実
践
力
や
ビ
ジ
ネ
ス

チ
ャ
ン
ス
を
見
出
す
力
を
養
い
ま
す
。

平
成
21
年
度
入
学
試
験

■ 

昨
年
に
引
き
続
き
、
大
学
共
通
入
試

を
実
施
し
ま
す
。
各
学
部
一
般
Ａ
入
試

を
全
学
共
通
入
試
と
し
て
、
各
学
部
間
の

併
願
︵
三
学
科
ま
で
︶
が
可
能
と
な
り
ま

す
。
試
験
日
で
す
が
、
２
月
１
日
、
２
日

の
い
ず
れ
か
１
日
、
ま
た
は
２
日
間
と
も

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
２

日
と
も
受
験
し
て
も
受
験
料
は
一
回
分
の

３
５
、
０
０
０
円
で
構
い
ま
せ
ん
。

■ 
セ
ン
タ
ー
利
用
型
入
試
は
受
験
料
が

５
、
０
０
０
円
と
受
験
生
に
は
嬉
し
い
金
額

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
セ
ン
タ
ー
入

試
を
受
験
し
て
か
ら
の
出
願
と
な
り
ま
す

の
で
、
自
己
採
点
で
得
点
を
確
認
し
た
上

で
の
申
込
み
が
可
能
で
す
。

平成 21 年度

学生募集について

－入試広報室－

■ 

人
間
健
康
学
部
健
康
栄
養
学
科
で
、
新

た
に
Ａ
Ｏ
入
試
を
実
施
し
ま
す
。
評
定
値
、

科
目
試
験
に
よ
ら
ず
、
健
康
や
栄
養
に
強

い
興
味
・
関
心
を
持
ち
、
学
ん
で
い
き
た

い
と
い
う
熱
意
を
持
っ
た
学
生
を
受
け
入

れ
ま
す
。
ま
た
、
人
間
健
康
学
部
で
は
、

推
薦
後
期
入
学
試
験
を
導
入
し
、
志
願
校

決
定
が
遅
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
生
徒
に
も

受
験
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
を
広
げ
ま
し
た
。

※
入
学
試
験
の
詳
し
い
情
報
は
、﹁
２
０
０
９
年
度

 

松
本
大
学
学
生
募
集
要
項
﹂
ま
た
は
、
ホ
ー
ム

 

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

最
近
の
各
学
科
の
話
題
か
ら

◆ 

総
合
経
営
学
科

 

新
た
に
﹁
産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
﹂
の
受

験
資
格
が
取
得
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
心
に
問
題
を
抱
え
る
従
業

員
な
ど
に
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
行
う
も
の

で
、
今
後
、
期
待
さ
れ
る
職
域
と
し
て
、
総

務
・
労
務
・
人
事
と
い
っ
た
部
署
に
有
資

格
者
が
配
属
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

長
野
県
も
中
小
企
業
に
向
け
て
、
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
り
、

産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
派
遣
を
行
う
な
ど
、

産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
資
格
は
、
時
代
の

要
請
に
即
し
た
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。
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平成20年 9月20日

﹁
母
校
・
甲
子
園
へ
の
夏
﹂

ー
京
浜
・
一
校
友
の

 
 
 

平
成
二
十
年
の
歌
物
語
り

ー

43
回
︵
Ａ
︶ 

小

原

英

二

新
聞
に
は
書
か
れ
ぬ
春
の
県
大
会

今
年
如
何
と
友
へ
の
電
話

後
輩
は
ペ
ー
ス
を
あ
げ
て
着
々
と

春
の
大
会
ベ
ス
ト
８
へ

﹁
夏
﹂
前
の
成
績
ま
ず
ま
ず
今
年

ま
た
甲
子
園
へ
の
期
待
ふ
く
ら
む

む
し
暑
き
梅
雨
に
始
ま
る
県
予
選

鍛
え
し
体
力
勝
負
す
る
時

熱
き
日
へ
の
予
選
出
場
九
十
四
校

優
勝
す
る
に
六
試
合
あ
り

始
ま
れ
ば
母
校
気
に
な
り
朝
々
の

新
聞
拡
げ
先
ず
見
る
野
球

順
当
に
勝
ち
進
み
行
く
後
輩
の
活

躍
報
ず
る
新
聞
を
待
つ

三
勝
し
ベ
ス
ト
８
は
延
長
戦
エ
ー

ス
温
存
苦
戦
の
勝
利

準
決
勝
気
に
な
る
相
手
難
敵
の
投

手
手
強
し
友
よ
り
電
話

一
点
差
勝
利
伝
え
る
友
の
声
電
話

に
弾
み
遂
に
決
勝
へ

六
試
合
目
決
勝
戦
は
七
月
二
十
日

﹁
春
﹂
優
勝
の
強
気
相
手
と

優
勝
の
電
話
待
つ
間
の
長
き
午
後

結
果
や
如
何
時
計
見
つ
め
る

待
ち
わ
び
し
優
勝
伝
え
る
友
の
声

響
く
電
話
に
暑
さ
ふ
っ
と
ぶ

真
夏
日
に
六
戦
勝
ち
抜
き
し
栄
冠

ぞ
甲
子
園
へ
の
夢
今
叶
う

東
京
の
親
し
き
友
よ
り
優
勝
を
祝

う
電
話
に
夏
の
夜
熱
し

優
勝
の
新
聞
拡
げ
確
か
め
る
出
場

最
多
の
三
十
五
回
目

堂
々
と
胸
張
り
て
行
け
甲
子
園
！

勝
利
の
校
歌
高
ら
か
に
歌
え
！

︵
今
年
は
創
立
百
十
周
年
の
記
念
の
年
︶

選
手
名
手
に
し
て
み
れ
ば
驚
き
ぬ

一
番
小
原
活
躍
期
待
す

甲
子
園
初
戦
相
手
の
慶
応
は
息
子

の
母
校
・
親
子
対
決
！

九
十
回
記
念
の
大
会
入
場
式
過
去

優
勝
校
の
校
旗
も
入
場

松
商
校
旗
も
こ
の
晴
れ
の
日
に
行

進
す
先
輩
の
偉
業
今
ぞ
称
え
ん

︵
校
旗
に
つ
い
て
は
後
記
︶

八
月
五
日
遂
に
登
場
甲
子
園
に

な
じ
み
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
グ
ラ
ン

ド
走
る

甲
子
園
ス
コ
ア
ボ
ー
ド
の
選
手
名

一
番
打
者
に
小
原
の
名
あ
り

二
時
間
半
テ
レ
ビ
声
援
締
め
く

く
り
慶
応
高
校
校
歌
久
し
振
り

に
聞
く

息
子
の
高
校
卒
業
式
に
聞
い

た
聞
き
覚
え
の
あ
る
校
歌

尚
、
松
商
、
慶
応
高
校
両
校
歌

の
作
曲
者
は
奇
し
く
も
同
じ
、

信
時
潔
氏

後
輩
の
健
斗
称
え
真
夏
日
の
八
月

五
日
我
が
﹁
夏
﹂
終
る

﹁
校
旗
に
つ
い
て
﹂

 

八
月
二
日
、
甲
子
園
の
選
手
入

場
式
前
に
過
去
優
勝
校
の
﹁
校
旗
﹂

が
入
場
行
進
し
、
テ
レ
ビ
で
﹁
松

商
校
旗
﹂
の
行
進
を
見
た
時
、
私

は
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
六
十
四

年
前
の
或
る
記
憶
が
蘇
っ
て
き
ま

し
た
。
当
時
松
本
に
は
陸
軍
の
東

部
五
十
連
隊
が
あ
り
、
三
月
十
日

陸
軍
記
念
日
の
連
隊
軍
旗
祭
に
市

内
中
学
校
は
最
上
級
生
が
参
列
、

連
隊
内
練
兵
場
式
典
の
軍
旗
の

前
を
行
進
す
る
の
で
し
た
。
前
年

昭
和
十
八
年
十
二
月
に
五
年
生
が

繰
り
上
げ
卒
業
し
た
の
で
、
こ
の

十
九
年
三
月
の
軍
旗
祭
に
は
、
四

年
生
の
我
々
が
記
念
式
典
に
参
列

す
る
こ
と
に
な
り
校
旗
を
先
頭
に

行
進
し
ま
し
た
。

 

そ
の
時
﹁
松
商
校
旗
﹂
の
旗
手

が
私
だ
っ
た
の
で
す
。
連
隊
内
の

デ
コ
ボ
コ
な
広
い
練
兵
場
の
行
進

も
大
変
で
し
た
が
、
寒
さ
の
残
る

春
ま
だ
き
三
月
初
め
の
松
本
で
、

学
校
か
ら
市
内
女
鳥
羽
川
沿
い
の

道
約
四
km
を
、
ず
っ
し
り
重
い
校

旗
を
右
手
に
奉
じ
て
の
行
軍
は
手

の
冷
た
さ
腕
の
痛
さ
も
あ
り
忘
れ

得
な
い
思
い
出
で
す
。
そ
の
上
、

そ
の
軍
旗
祭
で
見
た
軍
旗
が
二
ケ

月
後
の
五
月
、
南
方
戦
線
へ
進
出

の
途
次
南
洋
で
悲
劇
に
遭
い
、
将

兵
と
共
に
海
に
沈
ん
だ
こ
と
を
後

で
知
り
、
松
本
五
十
連
隊
最
後
の

軍
旗
祭
の
参
列
者
の
一
人
と
し
て

胸
の
痛
む
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

私
は
、
そ
の
三
月
末
に
松
商
を
出

ま
し
た
の
で
、
校
旗
旗
手
と
し
て

の
軍
旗
祭
参
列
が
松
商
在
学
中
の

最
後
の
仕
事
と
な
り
ま
し
た
。
学

校
を
離
れ
六
十
四
年
経
た
今
年
、

こ
の
思
い
出
深
い
校
旗
が
甲
子
園

入
場
式
に
行
進
す
る
の
を
見
た
私

は
、
誠
に
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
、

懐
旧
の
念
一
入
で
し
た
。

 
 

 

以
上

㈲マル直ムラマツ水産
村 松   渡

（61 回卒）

㈱丸谷工業
丸 谷 義 一

（60 回卒）

㈲丸信商会
丸 山 栄 三

（53 回卒）

堀地スチール工業㈱
堀 地 忠 明

（64 回卒）
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千代田土地住宅㈱
土 橋 伊久雄

（53 回卒）

田中スチール工業㈱
田 中 嘉 隆

（58 回卒）

久保田容器工業㈱
久保田 孝次郎

（53 回卒）

履物問屋 清井商店
清 井 宗之助

（53 回卒）
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 本年度の終身会費の納入状況は下記の通りです。各号に納入者のお名前を掲載していますが、本号

は平成１９年１０月１日から平成２０年３月３１日までの納入者名を掲載しました。ご協力を感謝し、お礼

申し上げます。

 尚、未納の方には是非ご協力のお勧めをお願いいたします。

終身会費納入状況終身会費納入状況

※郵便局での振込みの場合

 口座番号 00590-4-12388

       松商学園高等学校校友会

       終身会費１口２万円以上

※お問い合わせは

 松商学園高等学校校友会事務局

       ＴＥＬ 0263-34-2724

       ＦＡＸ 0263-34-0107

終 身 会 費 納 入 状 況

卒 業 生 納 入 者 数 7,663 名

納   入   口   数 7,935 口

金           額 158,700,000 円

在 校 生 納 入 者 数 853 名

納   入   口   数 872 口

金           額 17,450,000 円

総     合     計 176,150,000 円

（平成２０年３月３１日現在までの累計）

平成 19 年度卒業生

１０７回卒

２７４名

２７５口

金 額 ５，５００，０００円

平成６年１０月１５日までの納入者は１９号に

平成７年１０月３１日までの納入者は２０号に

平成８年１１月２０日までの納入者は２１号に

平成９年１０月２０日までの納入者は２２号に

平成１０年１２月１０日までの納入者は２３号に

平成１１年１０月３１日までの納入者は２４号に

平成１２年１１月３０日までの納入者は２５号に

平成１３年１１月３０日までの納入者は２６号に

平成１４年１０月３１日までの納入者は２７号に

平成１５年１０月３１日までの納入者は２８号に

平成１６年１０月３１日までの納入者は２９号に

平成１７年１０月３１日までの納入者は３０号に

平成１９年９月３０日までの納入者は３２号に

         それぞれ掲載されております。

終身会費納入者名簿

卒 業 回 数 氏   名

3 9 武 川  清 美

4 3 丸 山  秀 彦

5 8 秋 葉  忠 夫

6 9 西 山  健 一

7 3 中 嶋    寛

（平成１９年１０月 1 日～平成２０年３月３１日）

㈱ギガ・ジャパン
益 山 定 雄

（53 回卒）

㈱大月酒店
大 月 吉 史

（57 回卒）

㈱エイコー
田 中 義 方

（53 回卒）

㈲石塚商事
石 塚 栄 一

（53 回卒）
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平成20年 9月20日

１．総務企画委員会

（１）本会の会計、予算及び財務に関すること。

（２）事業計画、運営に関すること。

（３）学年会費及び終身会費、維持年会費に関すること。

年会費 １口 2,000 円以上 とする。

【校友会会則－第８章・会計、第 15 条

 本会の会計は終身会費、入会金、会費、寄付金

 その他の収入を以ってこれに充てる】

（４）110 周年記念事業について

（５）学園との連絡に関すること。   

 平成 20 年 5 月 10 日（土）午後 5 時より、松本グリーンホテルに於いて平成 20 年度松商学園高等学

校校友会総会および懇親会が多数の校友のご出席をいただき、盛大に行われました。

 尚、役員補充により副会長 1 名、監事 1 名が選任されましたので、下記のとおりご報告いたします。

平成 20 年度 事業計画書

平成20 年度 総会平成20 年度 総会

役 職 名 卒業回数 氏   名

会  長 ５４ 花 村 薫 平

副 会 長 ５３ 久保田 孝次郎

〃 ６４ 田 口 敏 子

〃 ６７ 中 平 寿 文

幹 事 長 ６７ 竹 内 久 二

副幹事長 ６８ 西 澤 寿 夫

〃 ７５ 小 山 直 子

常任幹事 ５９ 中 原 信 一

〃 ６３ 関     剛

〃 ６４ 中 沢 成 美

〃 ６７ 久保田 正 文

役 職 名 卒業回数 氏   名

常 任 幹 事 ６８ 児 玉 妙 子

〃 ７０ 牧 野 直 樹

〃 ７３ 山 本 文 彦

〃 ７４ 熊 谷 尚 子

〃 ７６ 青 柳 多 山

事 務 局 長 ５７ 斉 藤 靖 枝

副事務局長 ６８（高校） 片 岡   勉

〃 ６５（高校） 北 澤 潤一郎

監   事 ５３ 平 林   亮

〃 ６０ 丸 谷 義 一

〃 ６１ 太 田 昌 孝

２．組織活動委員会

（１）学年会・支部組織に関すること。（活性へ）

（２）連合会（代議員会）のあり方の検討

（３）会則に関すること。

３．事業活動委員会

（１）110 周年記念事業への取り組み。

（２）会員相互の信頼と親睦を図るための企画、運営。

   （親睦ゴルフ大会：９月６日（土）開催）

（３）会報の発行

（４）定期総会の開催

平成 21 年度 松商学園高等学校校友会総会のご案内

期 日：平成 21 年 5 月 16 日（土）  会 場：松本東急イン

総 会：午後５時より   懇親会：午後６時 30 分より

会 費：5,000 円

大和産業㈱
青 柳   保

（53 回卒）

㈱佐藤ボデー製作所
佐 藤 古 寿

（65 回卒）

モモセボデー㈱
百 瀬 修一郎

（60 回卒）

浅輪食糧店
浅 輪 周 平

（54 回卒）
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収 入

科   目 １９年度決算額 ２０年度予算額

校 友 会 費 2,643,000 3,000,000

総 会 費 450,000 450,000

学 年 会 費 210,000 210,000

預 金 利 息 894 800

雑 収 入 203,000 300,000

終身会計より繰入金 3,800,000 2,400,000

特 別 支 援 金 510,000 600,000

前 年 度 繰 越 金 156,199 170,022

合 計 7,973,093 7,130,822

 

収 入

科   目 １９年度決算額 ２０年度予算額

終 身 会 費 7,888,000 7,600,000

預 金 利 息 25,677 30,000

前 年 度 繰 越 金 15,999,101 20,060,843

合 計 23,912,778 27,690,843

【終身会計】

【一般会計】

【預り金】

平成１９年度決算書・平成２０年度予算書

支 出

科   目 １９年度決算額 ２０年度予算額

一 般 会 計 へ 繰 出 380,0000 2,400,000

送 金 手 数 料 51,935 50,000

次 年 度 繰 越 金 20,060,843 25,240,843

合 計 23,912,778 27,690,843

収 入

科   目 １９年度決算額 ２０年度予算額

預 り 金 収 入 5,330,000 7,000,000

前 年 度 繰 越 金 16,221,000 15,731,000

合 計 21,551,000 22,731,000

支 出

科   目 １９年度決算額 ２０年度予算額

終 身 会 計 へ 5,500,000 6,600,000

会 費 返 金 320,000 0

次 年 度 繰 越 金 15,731,000 16,131,000

合 計 21,551,000 22,731,000

（単位：円）

決算：自 平成 19 年４月１日・至 平成 20 年３月 31 日

予算：自 平成 20 年４月１日・至 平成 21 年３月 31 日

支 出

科   目 １９年度決算額 ２０年度予算額

記 念 品 費 110,145 120,000

総 会 費 1,022,800 800,000

会 議 費 125,316 120,000

委 員 会 活 動 費 110,153 100,000

特 活 奨 励 費 747,000 800,000

事 務 局 費 173,960 180,000

事 務 委 託 費 1,400,000 960,000

振 込 手 数 料 104,760 110,000

会 報 発 行 費 2,515,157 2,500,000

印 刷 費 187,550 150,000

 

科   目 １９年度決算額 ２０年度予算額

通 信 費 165,380 170,000

慶 弔 費 77,250 100,000

組 織 活 動 拡 充 費 692,350 400,000

リ ー ス 料 303,660 310,000

旅 費 7,590 60,000

分 担 金 60,000 60,000

１１０周年記念事業費 0 100,000

次 年 度 繰 越 金 170,022 90,822

合 計 7,973,093 7,130,822

（単位：円）

（単位：円） （単位：円）

 校友各位におかれましては、益々御健勝の事とお慶び申し

上げます。ご承知の通り母校松商学園硬式野球部はお陰様を

もちまして第９０回全国高等学校野球選手権記念大会に二年連

続全国最多の３５回目の出場を果たしました。連続出場という

事と全国中学校大会での優勝経験を持った選手が大半という

事もあり、大きな「夢」をもって甲子園に乗り込みました。

残念ながら初戦突破は叶いませんでしたが、アルプススタン

ドでは関西地区の先輩方にも多数応援していただき、さすが

「天下の松商」を感じました。

 高校野球は青少年の健全育成を最大の目標にしております。

教育活動の一分野として松商野球が更なる発展をする事と期待

しております。松商学園は２２年度には松本秀峰中等教育学校

も開校いたします。松商野球は松商学園のシンボルとして今ま

で以上に精進して参る所存であります。校友各位の物心両面に

わたるご支援に衷心より感謝とお礼を申し上げます。

 右記に決算のご報告をさせ

ていただきます。今後とも変

わらぬご指導、ご鞭撻のほど

よろしくお願いいたします。

松商学園野球部後援会  

会  長  西  澤  健  臣

第 90 回  夏の甲子園大会募金実行委員会収支報告書

収 入 の 部 支 出 の 部

科   目 金 額 科   目 金 額

一般募金（含銀行振込） 23,360,500 大 会 費 7,282,456

松 本 市 補 助 金 3,000,000 応 援 費 1,964,075

朝 日 新 聞 社 1,490,400 野 球 部 用 具 費 3,006,062

入 場 券 売 上 496,000 通 信 費 132,400

雑 収 入 140,000 広 告 宣 伝 費 878,850

受 取 利 息 185 印 刷 宣 伝 費 494,050

募 金 事 務 所 経 費 480,194

雑 費 25,079

募 金 振 込 手 数 料 525

支 出 合 計 14,263,691

繰 越 残 高 14,223,394

内手元現金 14,443

内銀行残高 14,208,951

合 計 28,487,085 合 計 28,487,085

（単位：円）

銀行残高詳細 （単位：円）

長 野 県 信 用 組 合 松 本 支 店 12,579,291

八 十 二 銀 行 松 本 営 業 部 1,072,594

松 本 信 用 金 庫 中 町 支 店 287,026

長 野 銀 行 大 名 町 支 店 270,040

合 計 14,208,951

平成 20 年９月５日

 上記のとおり、

  ご報告申し上げます。

募金実行委員会
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 近代教育の草創期以前は、私設の寺子屋・家塾が実用的な教育を担っていました。明治５年に文部省による初の「学制」が

交付され、寺子屋・家塾は、その役割を終えました。その後、幾つもの法制の変遷をへて、明治３３年実業学校を一本にまと

めた「実業学校令」が公布される前の明治３１年８月１６日に、松商学園の前身である「私立戊戌学会」が、木澤鶴人によって創

設されました。以来、多くの先達による歴史の積み重ねによって、松商学園は、本年創立 110 周年という記念の年を迎えました。

この記念として、松商学園創立 110 周年記念実行委員会を組織し、種々の記念事業を実施致します。以下に記念事業について、

ご報告申し上げます。皆様のご参加をお願い致します。

１．招待野球（実施済）

平成２０年５月３１日（土） 松本市野球場にて千葉経済大学附属高校と愛工大名電高校を招待し実施。雨天の中、千葉経済大
学附属高校と対戦 ６－２で惜敗。対愛工大名電高校は、中止となりました。

２．招待サッカー（実施済）

平成２０年７月２２日（火） アルウイン球技場にて流通経済大学附属柏高校（前年度高校２冠の強豪校）を招待 3,000 人余
りの大観衆を迎えて午後７時００分キックオフ ３－１で惜敗。前座試合として長野県Ｕ－ 16 国体選抜 VS 流通経済大学
附属柏高校 U-16 と対戦 ３－２で流経大柏高 U-16 の勝利

３．ゴルフ大会（実施済）

平成２０年９月６日（土）松本カントリークラブにて松商学園高校・松本大学合同にて開催。大勢の参加者にて盛大に開催
されました。（結果は、別掲）

４．記念式典・講演・祝賀会（参加自由です。大勢のご参加をお願いいたします。）

平成２０年１０月１８日（土）長野県松本文化会館にて開催致します。（電話 0263－34－7100）

 （1）記念式典：受付開始１２時００分 式典開始午後１時００分 大ホールにて

 （2）記念講演：午後２時００分に開演大ホールにて１時間３０分に亘る講演をして頂きます。
    （演題については検討中です） 

    講師 福岡政行先生（白鴎大学法学部教授・立命館大学客員教授・政治評論家）

 （3）祝 賀 会：午後３時５０分より 中ホールにて１時間４０分の予定です。  立食パーティー方式（会費無料）

５．吹奏楽演奏会
平成２０年１０月１９日（日） 午後６時３０分より開演 ２時間３０分の予定 

長野県松本文化会館大ホールにて（入場無料）ＯＢ・ＯＧ会と現役高校生による合同演奏会です。

６．募金活動
平成２０年７月より平成２３年３月までの３年間  募金目標額 ２億円

松商学園高等学校木造校舎永久保存・中等教育学校設立の事業（詳細別掲）

７．文化祭・ホームカミングデー
松商学園高等学校文化祭   ８月３０日（土） ・３１日（日） に開催されました。

松本松南高等学校文化祭 ９月６日（土） ・７日（日） に開催されました。

松本大学ホームカミングデー １０月１２日（土） に開催されます。

８．野球 松本ドリームマッチ
平成２０年１１月８日（土） 松本市野球場にて 午前中野球教室 午後１時試合開始予定（有料）

茨城ゴールデンゴールズ（欽ちゃん球団） 対 松商野球部ＯＢチーム（概要別掲）

お問い合わせ先 松商学園創立１１０周年記念実行委員会事務局

電話 0263- 34- 2724 ＦＡＸ 0263- 34- 0107（清水が丘会館内）

㈱青木工務所
鳥 羽 弘 光
（短大３期卒）

㈲会田醤油醸造店
滝 沢 善 長

（65 回卒）

㈱ 草 田 組
草 田 耕一郎

（65 回卒）

お お つ き
大 月 晃 雄

（64 回卒）
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大沢会計事務所
大 沢 利 充

（67 回卒）

㈲サンユー製作所
百 瀬 俊 雄

（54 回卒）

福寿草公園前

三平堂商店
坪 田 洋 治

（61 回卒）

元禄 吉田屋
内山隆之、美奈子

（88 回卒）

 

募
金
委
員
長
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し

た
望
月
で
す
。
皆
様
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

 

私
事
で
す
が
、
私
は
松
商
学
園
高

校
を
卒
業
し
て
半
世
紀
近
く
を
迎
え

ま
す
。
35
歳
の
時
に
松
商
短
大
選
出

の
評
議
員
に
就
任
、
そ
の
後
高
校
か

ら
の
評
議
員
と
し
て
現
在
の
常
務
理

事
ま
で
30
年
の
長
き
に
渡
っ
て
松
商

学
園
と
共
に
歩
ん
で
き
た
こ
と
に
な

り
ま
す
。
昨
日
も
松
商
、
今
日
も
﹁
マ

ツ
シ
ョ
ー
﹂、
妻
か
ら
﹁
あ
な
た
！

松
商
学
園
と
結
婚
し
た
ら
!!
﹂
と
皮

肉
を
言
わ
れ
な
が
ら
も
の
め
り
込
ん

で
き
た
の
も
事
実
で
す
。
理
論
的
に

は
説
明
で
き
ま
せ
ん
が
、
そ
う
さ
せ

る
ほ
ど
松
商
学
園
に
は
、
母
校
愛
の

他
に
何
か
不
思
議
な
魅
力
と
幾
多
の

感
動
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
30
年
の

役
員
経
験
か
ら
申
し
あ
げ
る
な
ら
ば
、

松
商
学
園

110
年
の
歴
史
に
お
い
て
、

こ
こ
数
年
の
活
動
は
、
過
去
に
は
な

か
っ
た
大
事
業
の
目
白
押
し
、
正
に

学
園
の
大
転
換
期
だ
と
感
じ
ま
す
。

中
で
も
、
松
本
松
南
高
等
学
校
と
の

合
併
は
、
長
年
の
松
商
学
園
の
念
願

で
あ
っ
た
中
等
教
育
学
校
の
開
設
を

実
現
さ
せ
た
原
動
力
と
な
り
、
現
在
、

平
成
22
年
４
月
開
校
を
目
途
と
し
て

作
業
が
順
調
に
進
行
し
て
お
り
ま
す
。

も
う
暫
く
す
れ
ば
、
秀
峰
中
等
教
育

学
校
の
新
校
舎
の
雄
姿
が
見
え
て
く

る
は
ず
で
す
。
県
下
初
の
６
年
制
中

高
一
貫
教
育
は
県
内
は
も
と
よ
り
、

全
国
的
に
も
注
目
さ
れ
て
お
り
、
問

い
合
わ
せ
も
多
く
、
保
護
者
等
皆
様

の
期
待
の
大
き
さ
が
ひ
し
ひ
し
と
伝

わ
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

 

さ
て
、
我
が
学
舎
、
松
商
学
園
の

校
舎
の
歴
史
は
、
明
治
31
年
松
本
戊

戌
学
会
の
上
土
町
︵
現
大
手
︶
に
始

ま
り
、
埋
橋
校
舎
を
経
て
、
昭
和
11

年
、
現
在
の
県
の
地
へ
と
移
転
し
て

お
り
ま
す
。
従
い
ま
し
て
、
こ
の
県

の
木
造
校
舎
か
ら
巣
立
っ
た
卒
業
回

数
は
70
回
を
超
え
た
こ
と
に
な
り
ま

す
。
建
設
当
時
は
東
洋
一
と
う
た
わ

れ
た
校
舎
も
、
毎
年
の
補
修
、
営
繕

に
よ
っ
て
外
観
は
往
時
の
姿
を
保
っ

て
お
り
ま
す
が
、
歳
月
を
経
る
と
共

に
老
朽
化
は
防
ぐ
こ
と
が
困
難
な
状

況
で
あ
り
ま
す
。
と
り
わ
け
歴
史
的

価
値
の
高
い
建
物
で
あ
り
ま
す
木
造

校
舎
の
保
存
維
持
に
つ
き
ま
し
て
は
、

多
く
の
意
見
が
あ
り
集
約
す
る
こ
と

が
で
き
ず
に
お
り
ま
し
た
が
、﹁
こ
れ

以
上
先
延
ば
し
は
で
き
な
い
﹂
と
の

理
事
会
決
断
に
よ
り
、
代
議
員
会
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
等
を
参
考
に

し
な
が
ら
、
慎
重
に
検
討
し
た
結
果
、

近
代
的
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
校
舎
︵
６

階
建
校
舎
、
平
成
21
年
３
月
完
成
予

定
︶
建
設
と
と
も
に
、
卒
業
生
の
心

の
拠
り
所
と
し
て
、
現
木
造
校
舎
を

改
築
し
永
久
保
存
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
そ
の
校
舎
の
中
に
︵
仮
称
︶

﹁
松
商
栄
光
歴
史
館
﹂
と
称
し
た
部

屋
を
設
け
、
過
去
110
年
の
輝
か
し
い

伝
統
を
展
示
す
る
予
定
で
す
。
以
上

の
よ
う
な
大
事
業
を
行
う
に
は
当
然

な
が
ら
多
額
の
資
金
を
必
要
と
い
た

し
ま
す
。
過
去
か
ら
の
学
園
蓄
積
資

金
の
大
部
分
を
取
り
崩
し
て
充
当
致

し
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
不
足
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
ま
で
し
て
何

故
行
う
の
か
の
声
も
お
聞
き
し
ま
す
。

今
、
学
校
経
営
は
少
子
化
と
い
う
逆

風
の
中
で
ま
さ
に
氷
河
期
に
入
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。
ど
の
学
校
も
勝
ち
残

り
に
必
死
で
す
。
松
商
も
伝
統
だ
け

で
は
残
っ
て
い
け
ま
せ
ん
。
今
や
る

べ
き
こ
と
は
今
や
ら
ね
ば
間
違
い
な

く
他
校
に
置
い
て
い
か
れ
る
こ
と
は

必
定
で
す
。
皆
様
も
ご
存
じ
の
通
り
、

全
国
地
方
大
学
・
短
大
の
半
数
以
上

が
定
員
割
れ
の
中
で
、
我
が
松
本
大

学
、
松
商
短
大
は
定
員
を
満
た
し
て

お
り
ま
す
。
そ
れ
は
先
を
見
通
し
た

人
間
健
康
学
部
の
増
設
等
、
教
職
員

の
頑
張
り
と
、
も
う
一
つ
は
思
い
切
っ

た
設
備
投
資
で
す
。
あ
の
キ
ャ
ン
パ

ス
だ
か
ら
こ
そ
学
生
に
満
足
を
与
え

て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
確
信

し
ま
す
。
一
度
定
員
割
れ
を
起
こ
し

た
学
校
が
ど
れ
ほ
ど
悲
惨
な
状
況
と

な
っ
て
い
る
か
は
新
聞
紙
上
で
お
わ

か
り
の
通
り
で
す
。
優
勝
劣
敗
の
厳

し
い
現
実
は
正
に
学
校
経
営
に
嵐
と

な
っ
て
吹
き
寄
せ
て
い
ま
す
。
松
商

学
園
高
校
の
新
校
舎
建
設
、
木
造
校

舎
改
築
、
中
高
一
貫
教
育
へ
の
投
資

は
今
や
ら
ね
ば
な
ら
な
い
事
業
で
す
。

ど
う
か
ご
理
解
下
さ
い
。

 

上
記
の
理
由
に
よ
り
、
こ
の
度
の

理
事
会
の
決
議
に
よ
り
募
金
を
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

取
り
巻
く
経
済
情
勢
等
を
鑑
み
ま
す

と
大
変
心
苦
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す

が
、
こ
こ
は
伏
し
て
お
願
い
を
す
る

次
第
で
す
。
特
に
、
木
造
校
舎
永
久

保
存
に
つ
き
ま
し
て
は
、
あ
の
思
い

出
の
木
造
校
舎
で
学
ん
だ
経
験
の
あ

る
松
商
学
園
校
友
の
皆
様
に
お
願
い

を
す
る
他
方
法
が
あ
り
ま
せ
ん
。
別

紙
趣
意
書
等
を
ご
覧
頂
、
是
非
ご
協

力
を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
な
お
、

秀
峰
中
等
教
育
学
校
建
設
資
金
の
募

金
に
つ
き
ま
し
て
も
、
今
後
一
般
篤

志
家
、
企
業
に
順
次
お
願
い
し
て
い

く
予
定
で
す
。
既
に
現
在
ま
で
、
各

学
年
の
代
表
幹
事
に
お
集
ま
り
頂
き

説
明
会
を
４
回
開
催
し
ま
し
た
。
ま

ず
は
各
ク
ラ
ス
の
代
表
者
に
よ
る
学

年
役
員
会
を
開
催
し
て
頂
く
こ
と
を

お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。
勿
論
、
募

金
へ
の
協
力
依
頼
が
主
た
る
目
的
で

す
が
、
実
は
も
う
一
つ
の
目
的
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
は
松
商
学
園
校
友
の

団
結
力
強
化
を
願
っ
て
の
も
の
で
す
。

最
近
﹁
松
商
学
園
は
卒
業
生
に
よ
っ

て
経
営
さ
れ
て
い
る
﹂
と
、
正
し
く

認
識
し
て
い
る
方
が
少
な
く
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
危
険
で
す
。
110
周
年

記
念
を
契
機
に
同
級
会
な
ど
を
頻
繁

に
開
催
し
て
い
た
だ
き
母
校
松
商
に

つ
い
て
語
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

そ
う
い
う
中
か
ら
将
来
の
学
園
を
背

負
っ
て
く
れ
る
後
輩
が
数
多
く
出
て

く
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

松
商
学
園
校
友
の
皆
様
、
な
に
と
ぞ

﹁
我
が
学
舎
保
存
募
金
﹂
へ
絶
大
な
る

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

「我が学舎、木造校舎の永久保存に皆様のお力添えをお願いします」
創立１１０周年記念実行委員会 募金委員長 望 月 宗 敬（財務担当常務理事） 
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第７６回生

 

昭
和
52
年
３
月
卒
業
以
来
、
30
年
の
節

目
を
迎
え
る
年
に
、
母
校
の
伝
統
に
よ
り

同
窓
会
を
開
催
し
、
次
代
を
担
う
後
輩
に

意
義
あ
る
学
園
生
活
を
過
ご
し
て
欲
し
い

と
い
う
想
い
で
、
私
ど
も
76
回
同
窓
生
は

献
金
を
募
り
、
100
万
円
の
奨
学
基
金
の
贈

呈
そ
し
て
、
﹁
伝
統
の
鍵
﹂
の
次
年
度
生

へ
の
引
継
ぎ
式
典
を
、
平
成
20
年
２
月
９

日
︵
土
︶
に
ホ
テ
ル
モ
ン
タ
ー
ニ
ュ
松
本

で
無
事
挙
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

藤
原
理
事
長
、
金
井
教
頭
先
生
、
花
村
校

友
会
長
、
75
回
卒
業
生
代
表
２
名
、
77
回

卒
業
生
２
名
、
恩
師
６
名
、
76
回
卒
業
生

82
名
、
総
勢
95
名
の
皆
様
方
の
ご
出
席
を

頂
き
ま
し
た
。
記
念
同
窓
会
で
は
、
懐
か

し
い
先
生
方
と
旧
交
を
温
め
、
母
校
と
後

輩
へ
の
熱
い
想
い
を
﹁
伝
統
の
鍵
﹂
に
託

し
て
77
回
生
に
し
っ
か
り
と
引
き
継
ぐ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
伝
統
が
ま
た
一
つ
継

承
さ
れ
た
瞬
間
で
し
た
。
松
商
学
園
は
、

創
立
110
周
年
を
迎
え
、
慣
れ
親
し
ん
だ
木

造
校
舎
の
永
久
保
存
事
業
、
ま
た
県
下
初

と
な
る
中
等
教
育
学
校
開
校
を
控
え
て
お

り
、
母
校
の
更
な
る
充
実
と
発
展
を
心
よ

り
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
最
後
に
な
り
ま

し
た
が
、
式
典
当
日
会
場
へ
駆
け
つ
け
て

く
れ
た
仲
間
た
ち
、
そ
し
て
縁
の
下
の
力

持
ち
と
な
っ
て
大
き
な
力
を
注
い
で
く
れ

た
役
員
の
皆
さ
ん
、
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

◆ 学  年  会 ◆
11 月 10 日（土） 68 回  於 ホテル翔峰 
  2 月  9 日（土） 76 回 30 周年 於 ホテルモンター二ュ松本
  6 月 14 日（土） 63 回 普通科 於 ホテル翔峰
  9 月 18 日（木） 52 回  於 ホテルブエナビスタ

◆ 支  部  会 ◆
12 月 14 日（金） 穂高支部 於 穂高神社参集殿
  6 月 21 日（土） 京浜校友会 於 アルカディア市ヶ谷
  6 月 28 日（土） 南信会 於 仙岳

インターネットで松商学園高等学校校友会に
    アクセスできます！

インターネットで松商学園高等学校校友会に
    アクセスできます！

㈲本郷商店
本 郷 剛 史

（80 回卒）

中国料理 百老亭
出 井 健 二

（66 回卒）

㈲金森写真館
金 森 達 夫

（68 回卒）

㈱成進社印刷
腰 原 春 郎

（54 回卒）

今年度、卒業 30 周年を迎えました。
そこで、先輩方からの伝統を引き継ぎ、
下記事業を行います。
77 回卒業の皆様、積極的にご参加をお願
いします。

 
 
 

 

 

〔お問い合せ〕
 松商学園高等学校（松本市県 3-6-1）
     丸山新吉さん（77 回卒）まで
 TEL：0263-33-1210  FAX：0263-33-1213
 E-mail：nyushi@matsusho-h.ed.jp
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松
商
学
園
高
等
学
校

 

校
友
会 

ゴ
ル
フ
大
会 
 

第 14 回

■
成
績
は
左
記
の
通
り
■

個
人
戦

優 

勝

北 

原 

英 

昭

大
学

準

優

勝

小 

松 
 
 

久

70
回

3

位

山 

口 

敬 

雄

63
回

4

位

永 

原 
 
 

力

67
回

5

位

赤 

羽 
 
 

了

63
回

6

位

塩 

原 
 
 

均

59
回

7

位

田 

中 

清 

弘

64
回

8

位

小 

林 

文 

夫

66
回

9

位

大 

谷 

直 

寿

53
回

10

位

滝 

沢 

龍 

彦

64
回

Ｂ
・
Ｂ
賞

熊 

谷 

尚 

子

74
回

Ｂ
・
Ｇ
賞

山 

口 

敬 

雄

63
回

団
体
戦
︵
学
年
対
抗
︶

優
 

勝

63

回

卒

準

優

勝

64

回

卒

3

位

59

回

卒

Ｂ
・
Ｂ

賞

67

回

卒

団
体
戦
︵
支
部
対
抗
︶

優
 

勝

松

本

大

学

準

優

勝

穂

高

支

部

 母校の 110 周年にあたり、何かと皆様方にはご協力をいただき、

会報の発行に役員一同取り組み、全会員への発送に至りました。

 少子化の流れのなか、私学の厳しさを痛感せずにはいられない

今日でありますが、母校松商学園のとわなる発展のためにご尽力

いただき、末永いご指導をお願いするものです。

 夕闇が一日、一日長くなり、山々も秋の装いになろうとしております。

 皆様方がご健勝でありますようご祈念申し上げます。

 編集等に、お気づきの際は一報をお寄せください。

あとがき

松商学園関係

ホームページアドレス一覧

● 学校法人松商学園

 http://www.matsu.ac.jp

● 松商学園高等学校

 http://www.matsu.ac.jp/matsusho_h

● 松本大学

 http://www.matsu.ac.jp/matsumo_u

● 松本秀峰中等教育学校

 http://www.matsu.ac.jp/syuuhou

● 松商学園創立 110 周年記念実行委員会

 http://www.matsu.ac.jp/110th

● 松商学園高等学校校友会

 http://www.matsu.ac.jp/matsusho_k

お
く
や
み

上
條
密
門
氏
︵
八
十
五
歳
︶ 

三
十
九
回
卒

元
理
事
長
職
務
代
理
、
元
校
友
会
長

 

去
る
平
成
二
十
年
二
月
十
七
日
、
ご
逝
去
さ
れ
ま

 

し
た
。

 

平
成
七
年
か
ら
平
成
十
二
年
ま
で
校
友
会
長
と
し

 

て
、
以
後
は
理
事
長
職
務
代
理
を
務
め
ら
れ
る
な

 

ど
長
期
に
亘
り
、
今
日
の
松
商
学
園
の
発
展
に
寄

 

与
さ
れ
、
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

 

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

平
林
重
宣
氏
︵
八
十
三
歳
︶ 

学
校
医 

 

去
る
平
成
十
九
年
十
二
月
二
十
七
日
、
ご
逝
去
さ

 

れ
ま
し
た
。

 

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

浦
野
千
春
氏
︵
七
十
六
歳
︶ 

元
教
諭

 

去
る
平
成
二
十
年
七
月
十
二
日
、
ご
逝
去
さ
れ
ま

 

し
た
。

 

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

 

第
14
回
校
友
会
ゴ
ル
フ
大
会
が
平

成
20
年
９
月
６
日
︵
土
︶
松
本
カ
ン

ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
於
い
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
松
商
創
立

110
周
年
記
念
に

あ
た
り
、
大
学
の
関
係
者
も
加
え
、

87
名
の
皆
様
の
ご
参
加
を
頂
き
ま
し

て
、
盛
大
に
挙
行
で
き
ま
し
た
。

 

今
回
、
特
に
110
周
年
記
念
大
会
と
い

う
こ
と
で
、
た
く
さ
ん
の
皆
様
か
ら
協
賛

金
、
協
賛
品
を
頂
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
賞
に

組
み
込
み
皆
様
に
差
し
上
げ
ま
し
た
。

 

毎
回
協
賛
品
を
頂
い
て
お
り
ま
す
53

回
の
小
林
さ
ん
、
平
林
さ
ん
に
は
毎

回
、
毎
回
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
協
賛

金
、
協
賛
品
を
提
供
い
た
だ
い
た
皆
様

方
に
は
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

誠
に
あ
り
が
と
う
御
座
い
ま
し
た
。

 

競
技
終
了
後
、
表
彰
式
及
び
懇
親
会

が
行
わ
れ
、
参
加
者
の
交
流
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

 

今
後
は
、
若
い
学
年
の
皆
様
に
ご
参

加
い
た
だ
き
、
校

友
会
の
ゴ
ル
フ

大
会
が
、
ま
す
ま

す
盛
ん
に
大
勢
の

人
に
愛
さ
れ
る
大

会
に
な
り
ま
す
よ

う
、
会
員
皆
様
の

温
か
い
ご
支
援
と

ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。
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平成20年 9月20日

写真提供：㈲金森写真館


